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岡崎市民会館で開催された「令和七年度 愛知教
育大学同窓会三河地区会定期総会」に参加しま
した。式典の中で、ご挨拶される皆さんから教育
に対するさまざまな思いを伺う貴重な機会です。

愛知教育大学同窓会
三河地区会定期総会に参加

8/19
建設委員会の県内調査で、一宮建設事
務所と海部建設事務所の管内を訪問。
昨今の豪雨災害や慢性的な渋滞ポイ
ント、通学路の安全対策など、尾張エリ
アの課題と道路･河川の対策予定を確認できました。

尾張エリアの道路･
河川の対策予定を確認

アウトレット開業予定地の池金橋北周辺
の課題を、地元の方からヒアリング。11月
に大きく環境が変わる前にできることは
対策したいと思います。

アウトレット開業予定地周辺の
課題をヒアリング9/19

9/5
京都府の婚活応援センターの取り組
みを確認し、学童保育「京都大学キッズ
コミュニティ」を訪問。大阪に移動して、
日本で最初に子どもホスピスが設置さ
れた「淀川キリスト教病院こどもホスピス」を見学しました。

子ども･子育て対策特別委員会の
調査で京都へ

9/10
身障者の皆さんのアンケート結果から
生まれた自動ドア（ミライロドア）の見
学をはじめ、治水対策設備や建設部門
の省人化、港湾のカーボンニュートラ
ル、北海道の７つの空港の一体運営などを確認しました。

北海道の取り組みを調査
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山口 たけし
愛知県議会議員（岡崎市･幸田町選出）
あいち民主県議団（監事）／建設委員会所属
子ども･子育て対策特別委員会所属

県議会議員になって２年と半年が経ち、当初に比べてさまざ
まな立場の方から多くのご相談を受けるようになりました。そ
うした際に、私は『事態は必ず改善出来る』、と思って話を伺
うようにしています。もちろん、初めて聞くジャンルの課題も多
く、私だけでは解決の方向性すらイメージできない相談内容
にも直面します。しかし、現地現物の確認含めて課題の本質

を自分なりに理解・整理した上で、行政や民間の専門知識や経験を持つ
方々にアドバイスを求め、何度となく議論・検討する中で、事態をより良くす
る（＝改善する）方策がぼんやり見えてくる、と感じています。今後も、この信
念を大切にして、取り組んで参ります。

『解決が難しくても、改善出来ない課題はない！』

2025年 秋号（10月30日発行） 　県政レポート vol.10

プロフィール  1968年9月25日
京都市生まれ／1992年に京都大
学経済学部経済学科を卒業／同年
トヨタ自動車に入社し、生産管理部
に配属／てんびん座A型／妻と息
子２人／趣味はゴルフと足つぼマッ
サージ、長男と映画鑑賞、次男とラー
メン屋巡り、愛車でドライブ
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9月議会の建設委員会で
キャリアカーによる「本県の車両物流の課題」
について質問しました。

研究会の冒頭でのあいさつ

日本の深刻な労働力不足を背景に、2027年4月から外国人
材の専門的なスキル向上と長期的な定着を目的とした「育
成就労制度」が始まります。企業がやる気のある外国人の
若い方に日本で長く働いてもらう前提で雇用・育成し、戦力
化する新たな仕組みをつくっていくべきだと考えています。

自動車産業の深刻な人手不足の穴を埋めてもらっているのは、外国人労働者です。
一定期間で入れ替える人材としてではなく、日本人の社員と同じように、各企業の大切な一人として
活躍していただくことが、愛知県のモノづくりを守ることにつながっていきます。

継続する物価上昇に応じた賃上げは、
日本経済にとって大変重要です。
自動車産業は過去３年間の賃上げを
リードしてきました。

日本経済の復活には
「賃上げの継続」が重要

しかしながら自動車産業は、トランプ関
税の影響を少なからず受けることにな
ります。これまで以上に、賃上げの継続
を図るための取り組みが不可欠です。

「賃上げの継続」を図る
 取り組みが不可欠

「賃上げ継続」には、巨大なサプライチェーン
を支える中小・零細企業までを含めた価格
転嫁の継続が大前提。
さらに各社ごとに生産性向上を図る必要が
あります。

中小・零細企業まで含めた
価格転嫁の継続を！

有効な手段の一つが、
「外国人労働者の戦力化」です

モノづくり産業の基盤維持のカギは

戦力化
外国人労働者の

8/24

フタバ産業労組の80回定期大会と
会社の80周年記念フェスティバルに
参加。メインステージで1,000人を超
える観客の皆さんを爆笑させていた
キンタロー。さんに遭遇し、加藤よし
や市議と記念に1枚フライングゲット！

フタバ産業労組＆
会社のイベントに参加9/20 21・

「路面の汚れ」 「落下物」
「落石・土石流入等」

「ガードレール・標識等の損傷」
「路面の穴ぼこ･段差」
「動物の死骸」など

道路の異状を
発見したら

LINEで通報

キャリアカーの積み荷の新車が、街路樹の枝
と接触してキズが発生するリスクは、ドライ
バーにとって大変深刻な問題です。そこで、道
路利用者が街路樹の剪定等の要望を一括し
て伝える仕組みについて伺うと、「『LINEアプ
リによる道路緊急ダイヤル＃9910』を活用し
てほしい」との回答がありました。県として、
物流事業者の皆さんへの一層の啓発を依頼
しました。

特殊車両の通行許可件数など
について伺うと、10年間で国約
1.8倍、本県約1.4倍に増加。許
可書交付まで１カ月以上を要す
る場合もあるとのこと、審査日
数の長期化は大きな課題です。
国土交通省が道路の障害情報
を「道路情報便覧」に収録して
手続きの迅速化を図っているた
め、収録の促進とともに、収録の
進んでいない市町村への徹底
をお願いしました。

友だち追加は
二次元コード
から

活動のご報告  岡崎市や幸田町を中心に、皆さんの要望を伺っています。

どなたからでも通報可能です！！
ご活用ください。



山口たけしの思い

全国２位
約23万人の外国人労働者が働く！

「あいち外国人材受入サポートセンター」の設置・運営

外国人労働者の
戦力化モデル構築を

目指す  「外国人の健全な受け入れに関する研究会 in 岡崎 第２回」を 開催

地域日本語教室支援の取り組み
外国人県民の日本語習得を支援 多文化共生の

取り組み

外国人県民の
生活をサポート

「2040年には97万人の労働者が不足する」と言われている日本。愛知県では、22万9,627人（全国２位/2024
年10月末時点）の外国人が働いています。多くのモノづくり企業が集積する愛知県にとって、愛知県で働くこと
を魅力に感じ、継続的に優秀な人材を送り出してもらう環境を整えるのは急務です。

国による在留資格の見直しも進み、愛知県でもますます外国人労働者の活
躍が期待されています。2025年度からは、国内支援の充実と海外人材の確
保に向けた新しい取り組みを行っています。

■開設日：2025年4月30日（水）
■場所：名古屋市中村区名駅1-1-4 JRセントラルタワーズ46階  ■時間：午前9時～午後5時（土日祝・年末年始を除く）

「 」愛知県の健全な受入に向けた取り組み
愛知県 労働局の
取り組み

愛知県の人口約750万人のうち、外国人県民は約33万人（約4.5％）です
（2024年12月末時点）。
外国人県民の生活をサポートするさまざまな取り組みを進めています。

愛知県 県民文化局の
取り組み

県内企業と外国人労働者をきめ細やかにサポート

2024年
8月末までに、

企業と外国人より、
合わせて500件近い

相談あり！

企業
①求人・採用選考に関すること
②雇用・労務管理に関すること
③外国人材の在留資格に関すること
④外国人材の受入に関すること
⑤外国人材育成・定着に関すること 等

企業と外国人双方に向けた相談窓口を設置。❶相談窓口
●多言語の相談窓口
●対話型の日本語教室
●多言語による情報発信
●医療通訳
●防災・災害対策
●多文化共生フォーラム

外国人
①外国人材の就職活動に関すること
②日本式就職活動方法に関すること
③労務知識に関すること
④キャリアに関すること 等

●キャッシュレス募金ができる
   「スマ募」を構築
キャッシュレスで直接日本語教室に
寄付ができるWEBサイト「スマ募」を構築。

不安や課題を抱える企業を対象に、
専門家による伴走支援を実施。

❸専門家による伴走型支援の実施

対面の合同企業説明会、外国人材向けの
就職支援セミナーを開催。

❹国内合同企業説明会の開催

中小企業で働く外国人に、
働く上で必要な日本語研修を実施。

❺働く上で必要な日本語研修の実施

その他の取り組み
海外人材を対象に

「JOB FAIR AICHI」の開催

定住外国人の
介護職への就職を支援

外国人労働者に
労働関係法令等を周知

●「日本語学習支援基金」による助成（～2026年度）
2008年に「日本語学習支援基金」を造成し、NPO等が運営する子ども向けの
地域教室等に対して運営費や会場費を助成。

「日本語学習支援基金」終了後も教室が運営を継続できるよう、新たな支援策を検討するための
日本語学習支援検討会議を2023年に設置。

Qなぜ、設立したの？
自動車産業の人手不足がより深刻化すれば、日本で車がつくれ
なくなる未来もありえます。
日本のモノづくりの強みはチームワークです。外国人の方に一
緒に働いてもらう以上、日本人と同様に育成に取り組み、外国人
の方を含めた組織のチームワークを維持し続けるのが、子や孫
の世代にわたり愛知のモノづくりを守ることにつながるはず。
産業全体の課題に対し、自動車のふるさと愛知県ら
しい、外国人の戦力化モデルづくりにチャレンジし
てまいります。

●先行する企業と協力し、
日本語教育･人材教育の実践モデルを構築中
●愛知県経営者協会と連携し、企業ニーズのヒアリングなどを実施

 「外国人材受入企業での人材育成強化と
マネジメントへの登用」分科会

●外国人の子ども向けに
ロールモデル外国人との
交流会やインタビュー
動画を配信

●2024年度無料配布の
キャリア形成
ガイドブックを製作 等

「日系ブラジル人 人材育成・
正社員化（脱派遣社員）」分科会

●翻訳アプリ等の実証
●多文化共生イベントの実施
（2025年は、「ワールドレクチャー 民族衣装を通じて
親しもうアジア！」「2025年ワールドフェスタ」など）

●産学連携による地域日本語教室支援活動
地元企業の社員ボランティアによる地域の日本語教室支援活動に、愛知県も連携・協力。

現状
◎子ども向け地域日本語教室：134教室
◎大人向け地域日本語教室：155教室 課題

•人手不足（指導者・ボランティア）
•教室運営費の確保
•会場の確保　•送迎

採用準備から定着まで受入段階に応じた
企業向けセミナー（全４回）を開催。

❷企業向けセミナーの開催

山口たけし

「多文化共生・コミュニケーション
促進」分科会

県内の、地域
日本語教室の

将来的な愛知県の労働力不足の未然防止を目的

に、本研究会を立ち上げましたが、研究会メンバー

と議論を重ねる中、1990年代の日系人労働者受入

拡大の反省を踏まえると、2027年の育成就労制度導入時には、新た
な外国人労働者の受入テーマが必要、との考えに至りました。
それが、外国人労働者の戦力化であり、日本人と同様の人材育成
の仕組みをつくることです。『モノづくりは人づくり』、この考えに日
本人も外国人もありません。30年前に見過ごされた課題に、研究会メ

ンバーの知恵とチームワークで立ち向かいたいと思います。


